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少な くな っ た とい うが 、 9 月に 入 る と脱出した人た ちも戻 り始め 、 私の 見た限 り、プノ ン ペ

ン市 内は平穏 な状態 に戻 っ た よ うに見えた 。 とは い え、来年 5 月に 予定されて い る総選挙

まで の 問は 、 緊張 した政治状況が続 くと予想 され る 。 カ ン ボジ ア を訪れ る研 究者は細心の

注意 を心掛 け 、 現 地情報 を敏感に と らえ つ つ 慎重 に行動する必要があ るだ ろ う。

中国 に お ける東南 ア ジ ア研究 につ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 舛谷　鋭（早稲 田大学）

　今夏 、 日本学術振興会特定国派遣研究者事業に よ っ て 中国北京市 、福建省、広 東省 に渡航

の 機会 を得 た 。 現地で見聞 きする こ との で きた範囲で 申国の 東南 ア ジ ア研究状 況を紹介 し

たい
。 今回の 研究課題は 「中国に おける華僑華人研究」で あ っ たが、訪問 した機関 、研究者等

は 結果的 に該当地 域の 東南 ア ジ ア研究の 現場 と重な っ た 。

　今回の調査で 、 戦前か らの 研究団体として 現在の 中国にお ける東南ア ジア研究に 人的な

側面 で最 も継承性 を持 つ の は 、 1940年 に シ ン ガポー
ル で 設立 され た南洋学会で は ない か と

感 じられ た 。 は じめ中国南洋学会 と呼ばれた同学会は 、 初の 中国人 による民間学術団体で 、

後に重慶で 北京大学東方学系の 前身で ある南洋研究所を設立 した姚楠 、 シ ン ガ ポー
ル の 歴

史研究者許雲樵 、 作家の 郁達夫 らが創設メ ン バ ー と して参加 して い た 。 現在 もシ ン ガ ポ
ー

ル で 『南洋学報』を 、 中国 を含 むア ジア各地で 「南洋学会叢書」を発行 して い る 。

　
一

方上 海に は 1930年代、現在広州で復興 されて い る 曁 南大学があ り、同校 の南 洋美洲 文

化事業部 は『南 洋雑誌』や 「南洋叢書」を発行 し、東南 ア ジ ア研究の 成果 を掲載 して い た 。 ま

た資料 に 限れ ば 、 B本 占領期 を含 む 1930−40年代 に厦門で ア ジ ア資料の 収集 を行 っ てい た

海彊資料館 な どが あ っ た 。

　中華人民共和国成立後の 東南 ア ジア研究の 劃期 は 1956年の 南洋研究所設 立で あろ う。 現

在厦門大学南洋研究院 と して 『南洋問題研究』を発行 して い る 同研究所は 、中国の 東南 ア ジ

ァ研究の 総合セ ン ターとして文革前 は 旺盛な資料収集、研究 に勤 しみ 、 現在資料室 に は当

時の遺産 と して イ ン ドネシ アな ど 1950、 60年代の東南ア ジア華字紙が網羅的に所蔵 され て

い る 。

　ユ966年 に始 ま っ た文化大革命期に は 、 特に 1971年 まで は南洋研究所を含むあらゆ る研究

機 関が活動 を停止 したが 、1972年か ら東南 アジ アの 法令、外交文書 な どの 翻訳か ら研 究の

一
部が再 開 され た 。 1976年の 文革集結後、特 に 1980年代に入る と再 び各地で研 究活動 が 盛

ん に な っ たが 、 この 頃全国組織の研究団体 として 1978年に 中国東南ア ジ ア研究会が 設立 さ

れ た 。 『中国東南亜 通訊』を発行 して い る 同会は現会長の厦門大学歴 史学系 、 孫福生教授 に

よ る と現 在400名前後 の 会員 を持 つ 中国唯
一

の 東南ア ジ ア学術研究団体 との こ とだ 。

　 1990年代に なる と、1988年に設立 され た 中国社会科学院ア ジア太平洋研 究所 に事務局 を

置 くア ジア太平洋学会が政府の 認可 を得て い るが 、研究所編の 『当代亜太』に よ っ て 同会の

研究活動 を知 る こ とがで きる。 国家直属の 研究機関で ある 中国社会科学院の 中で は 世界歴

史研究所 な ど複数の 箇所で 東南 ア ジ ア研究 、 資料収集が行 われ て い る 。 また 中国社会科学

院は共通の 大学院を持 ち 、 人材育成や 派遣 を行うこ とが で きる 。

　高等教育機関で も東南ア ジア研究が進め られて い るが 、 た とえば北京大学で は前述の 東

方学系 （前東方語言学系）や ア ジア ア フ リカ研究所に お い て研 究、人材育成が行 われて い る 。

専任教員 は い な い が 、 ア ジア太平洋研究セ ン タ
ー

も先 ご ろ開設 された 。

　南洋研究院を擁する厦門大学で は歴史学系な ど も東南ア ジア研究 を行 っ て お り、前述海
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彊資料館の 資料 も図書館や南洋研究院資料室に所蔵 され て い る 。 また欧米で は ア ム ス テ ル

ダム 自由大 、 ライデ ン 大や コ
ー

ネル 大、アジ アで はフ ィ リ ピ ン の ア テ ネオ大 と交換派遣 プ

ロ グラム を行 な い 、具体的 に機能 して い る。

　広東省で は中山大学に東南ア ジ ア研究所が あり大学院が併設 され 、 『東南亜学刊』の発行

も行 っ て い る 。 前述上海校の 名前 を受け継 ぐ広 州の 曁 南大学に は東南ア ジア 研究所 と華

僑華入研究所が あ り、 それぞれ研究、資料収集を行 っ て い る 。

　また広西、雲南各地方の社 会科学院で は地の利 を生か し、それぞ れ イ ン ドシ ナ、タイ研究

が盛iん だ。 その 他福建省で は泉州の 華僑大学や福州の 師範大学、広東省で は汕頭大学、河南

省で は ベ トナム 研究 と『中国東南亜通訊』の 編集 を担当して い る鄭州大学な どで 組織的に

東南 ア ジア研究が行 われ て い る 。 こ れ らの 大学の 『学報』に は研究成果が発表 される こ とも

少な くない
。

　なお華僑華人研究で は『華僑華入歴史研究』を発行する北京の 華僑華人歴史研究所 など、

各地 の 華僑歴 史学会が帰国華僑の 動向な ども押 さえ て い る 。

　最近 の具体的 な研究成果 に つ い て は厦門大学南洋研 究所資料室編『東南亜研 究論文索引

（1980−1989）』（厦門大学出版社 、 1993）に詳 しい が 、学界の勢力を結集 した もの と して 姚楠

主編『東南 ア ジア歴史辞典』（上海辞書出版社 、工995）、周南京主編『世界華僑華人歴史辞典 』

（北京大学出版社、1993）、周南京主編 『世界華僑華人百科全書」12巻 （北京大学出版社 、1998−）
な どが挙 げ られ よ う。

　中国で は 1970年代か ら海外の 研究文献の翻訳作業が盛ん で 、例えば中山大学東南 ア ジア

研究所訳 『東南 アジ ア史』（商務 印書館 、 1982）はホ
ー

ル の 通史の 全訳で あ り、 原書の 漢籍資

料 の 誤 りにつ い て補注が施 して ある。 この手の 漢籍文献 に つ い ての 考証では顧海編著『東

南亜古代史中文文献提要』（厦門大学出版社、1990）の 他、タイ、フ ィ リピ ン、イ ン ドネシ ア 、

ベ トナム 、カ ン ボジ ア な ど国別の 漢籍文献選編が 出版 されて い る 。

　華僑華人 の 研究は東南 ア ジア研究の 中で も中国人研究者が特色を出せ る分野だが 、 林金

枝 『近代華僑投資国内企業概論』（厦門大学出版社、1988）は 華南での 現地調査の 結果に基づ

く実証的な研究で あり、別冊 の 地域別資料編 が充実 して い る 。

　また文革以前の研究 としては 「オラン ダ東イン ド会社時代の バ タ ヴィ ア華僑入口の 分析」

（厦門大学南洋研究所、1981）が文革以前に完了 して い た一
次資料利用の実証的研 究であ り、

当時の 水準 を示す もの と言えよ う。

　中国で は人海戦術で新聞、雑誌記事切 り抜 き、索引作成が各図書館 、資料室ご とに それ ぞ

れ行 われて お り、研究状況知る の に事欠かない
。 前述の 『東南亜研究論文索引』も英 日文献

を含む とは言えB5版900ペ ージの大冊で 、 すで に 1990−1993年分 も編集済み と言 う。

　中国人研究者 には世代 に よ る研究方法 、 動向の 差異が 顕著だ と思 わ れるが、特に 1950、 60

年代の 東南 ア ジア か らの 帰国華僑で研究者に な っ た50台 、 60台の 人 々 は現地語 、 事情 に 通

じ、その後 の半鎖国的状況下 で 主導的 な役割 を果た して きた 。

一
方 い わ ゆ る文革世代 の 40

台の研究者 は現地語資料 を利用 で きる者は稀で、国外で研究者養成が 可能 に な っ た 20台、

30台の 研究者 との 間に挾 まれ て い る
。

　もっ とも出国がたや す くな っ た とは言 え、 日本 と逆に こ の 10年で 1110に な っ た中国元 の

レ
ー

トを考える と、海外調査 どこ ろか外国書の 購入 も困難で 、文書館で も外国雑誌の 購読

を打ち切る とこ ろが増えて い る 。 こ の よ うに経済的 な要因で 自費渡航の チ ャ ン ス が少ない

ため 、 公的な出国の チ ャ ン ス を得 る に は 国際学会で の 役職が もの を言 うわけで 、昨今の 国

際学術 団体で の 中国系人 の活躍は由ない こ とで もな さそ うだ 。
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